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   3．大久保紀子さん日本助産師会 
 「永年活動感謝状」受賞 
       4．今年度の予定 

 １）地域委託派遣事業について 
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 １）いいお産の日 in あおもり 

 
 
 

 

 

1．会長挨拶 
青森県助産師会会長 三浦初枝 

日頃より会員の皆様には、青森県助産師会の活動にご協力・ご支援を賜り、心より感謝申し上 

げます。 

5 月 14 日に第 1 回都道府県助産師代表者会議が開催され、翌 15 日には日本助産師会第 99 回 

通常総会が東京（一橋講堂）にて行われました。 

代表者会議では、子ども家庭庁生育局母子保健課、厚生労働省医政局看護課、自民党看護問題 

対策議員連盟に対し、日本助産師会会長名で母子保健事業に関する要望書を提出した旨の報告 

がありました。主な要望内容は以下のとおりです。 

①助産師による妊娠期から育児期までの「顔の見える」継続ケアの検討 

②妊婦健康診査の公費負担における、重点的な保健指導への加算 

③産後ケア事業実務助産師の研修への財政的補助 

④産後ケア事業における 

・流産・死産を経験した母親の受け入れへの加算 

・きょうだいや 4 か月以上の児を受け入れる施設への加算増額 
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・協力医療機関を行政責任で指定すること 

⑤1 か月児・5 歳児健康診査支援事業において、助産所での 1 か月健診への補助適用と、助産 

師の健診能力向上のための研修機会の確保 

これらの要望が実現することで、地域の母子への継続的な支援がさらに充実し、それを支える 

助産師が専門性を持続的に発揮できる環境づくりにもつながるものと考えております。 

 

次に、産後ケア事業の現状と課題についても報告がありました。 

現在の産後ケア事業の産婦の利用率（令和 5 年度 子ども家庭庁データ）は 15.8％ にとどま 

っています。利用率が伸び悩む背景には、産後ケアの必要性が多様化・高まっている一方で、 

制度設計や報酬体系、社会的理解が追いつかず、現場が“使命感”に依存して支えているという 

限界があるためです。 

今後の改善に向けて、以下の課題が示されました。 

①委託料と実際のケア内容のミスマッチ   

→ 委託料・加算の見直し、実際の負担に見合う適切な報酬体系への改定 

②自治体ごとの制度格差                                                                                      

→ 地域格差の是正、基準や記録様式の標準化、利用条件の整理 

→ 複数自治体にまたがる場合の補助金の使いやすさの改善。 

③産後ケアが専門的支援であることの周知不足   

→ 国民全体への周知・理解の促進 

④複合的課題の増加と高度な専門スキルの必要性   

→ 高度な専門的スキルを持つ助産師の育成強化と人材確保 

⑤小さな子どもを抱える母親にとっての利用手続きの負担   

→ 自治体によるオンライン申込みの導入など、手続きの簡便化 

地域差のない出産・育児支援を「日本の標準」にしていくことが求められています。 

産後ケアをすべてのお母さんが受けられる社会となることで、助産師のケアがより行き届き、 

子どもと楽しみながら育児ができるお母さんが増えることを願っています。 

 

来年の令和 9 年は日本助産師会 100 周年を向かえます。00 周年記念式典は 2027 年 5 月 27 日 

（木）椿山荘で開催、懇親会は 16 時頃からの予定ですが、詳しくは今後日本助産師会ホーム 

ページに記載されると思いますのでご確認ください。そして皆さんと一緒にお祝いしたいです 

ね。 

本年度の通常総会は一橋大学一橋講堂にて開催され、135 名の代議員の皆さまのご審議のも 

と、全議案が滞りなく承認されましたことをご報告申し上げます。ご協力に心より感謝申し上 

げます。 

本総会では、公益社団法人としての使命を果たすため、将来ビジョンを基軸とした中長期的な 

取り組みとして、2026 年度の基本方針と重点目標が示されました。 

【2026 年度 基本方針】 

社会制度および母子保健施設が大きく転換する時期において、助産師の専門性を生かした地域 

母子保健体制の強化を図るとともに、妊娠期から育児期まで切れ目のない支援体制の構築を推 

進する。 

【2026 年度 重点目標】 

1 妊娠・出産時の標準的ケアと費用設定の明確化 

2 妊娠期から育児期までの「顔の見える」継続ケアの実現に向けた働きかけ 

3 助産所（地域で活動する助産師）の開業支援 

4 産後ケア事業の実態把握と研修体制の整備 

5 助産所における安全管理体制の強化 

6 プレコンサポーター（アドバンス編）の受講と相談事業の推進 

これらの重点目標には、社会の変化に応じて助産師が専門性を最大限に発揮し、マタニティケ 
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アおよびウィメンズヘルスの充実を図るという、私たちに課せられた大きな使命が明確に示さ 

れています。 

社会の仕組みが大きく変わり、母子保健の現場にもこれまでにないスピードで変化が押し寄せ 

ています。その中で、助産師が果たす役割はますます重要になっています。私自身、日々感じ 

るのは、「助産師の力は、地域の未来を支える力そのものだ」 ということです。 

妊娠・出産・育児という人生の大きな節目に寄り添い、その人らしい選択と安心を支える—— 

これは、どんな制度が変わっても揺らぐことのない、私たちの専門性であり誇りです。 

青森県助産師会としても、会員の皆さま一人ひとりがその力を発揮できるよう、学びの場づく 

り、活動の後押し、そして安全な環境づくりに、引き続き力を尽くしてまいります。 

 

今後とも、皆さまの温かいご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます  
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2．研修会報告 
 

（１）令和 8 年度青森県助産師会 総会・研修会に参加して    

新会員 八戸市立市民病院 下斗米 久美子 

総会では、活発に質疑応答・意見交換が行われ、私が今まで経験した全ての会議の中で、一番活発で有意義

なディスカッションが行われていたと感じました。そのため、各事業や委員会活動について非常によく理解する

ことができました。皆さんとってもエネルギッシュで、助産師会のパワーはすごいと思いました。 

 また、産後ケアの研修では、インシデントが増加していることや起こりやすいインシデントなど、あまり公表さ

れていなかった貴重な情報を知ることができました。今後の業務に繋げていきたいと思います。参加させていた

だきありがとうございました。 

 

（２）研修会に参加して 

三沢市立おおぞら小学校 養護教諭 石田 円 
私は学校に勤務していますが、今回の研修会で学校でのいじめ発生時の対応に共通するところが多いと

感じながら研修を受けていました。 

 「ヒヤリハット」報告は些細なことでもあげて欲しいというお話がありました。いじめは、発生していないと

報告される学校よりも報告が挙がっている学校の方が、こどもたちをよく観察している、あるいはこどもた

ちとコミュニケーションが取れているという評価になります。また、その情報を教職員間で共有することがで

き、小さな変化への気づきや重大事案を未然に防ぐことにつながる可能性が高くなります。 

 学校の中にも、いじめや災害発生時や救急車要請時など多くのマニュアルがあります。 

時代と共に変化していくこともあるので、今回の研修を機に見直したいと思いました。 
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３．大久保紀子さん 日本助産師会「永年活動感謝状」受賞 
 
【祝】大久保紀子様、永年活動感謝状のご受賞おめでとうございます。私たちの誇る大先輩の、長年の情熱

と温かい地域こうけんの歩みに、心よりのお祝いと感謝を捧げます。 

文責：福井りみ子 

 
 

４.今年度の予定 
1）. 地域委託派遣事業について 地域委託助産師派遣センター 三浦初枝 

青森県助産師会では、「地域活動推進事業」を通じて、母子の健康の保持増進と、安心して育児ができる

環境づくりを目指し、母子を取り巻く人々のライフステージに応じた多様な支援を提供しています。 

今年度は、より確かな支援体制を築くため、新たに次の 2 点を事業計画に盛り込みました。 

1.各助産院から産後ケア事業の状況を定期的に報告いただく仕組みづくり 

2.県内助産院が抱える困りごと・悩みを共有できる報告用紙の作成と働きかけ 
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県内には、市町村からの委託を受けて産後ケアを行っている助産院が多くありますが、皆さまが個人で運

営されているため、悩みや不安を相談しづらい状況があったのではないかと感じています。青森県助産師

会としても、助産師が安全で安心してケアを提供できる体制を整えることが必要であるとまた、日本助産師

会でも今年度、全国の産後ケアの現状把握を目的とした調査（アンケート）が実施されることになりました。

これに伴い、県内助産院からの毎月の報告体制を構築する必要があります。アンケート用紙が完成次第、

皆さまへお届けいたしますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

🌱🌱青森県の母子を支えるために 

昨年、青森県で生まれた子どもの数は 4,737 人 と報道されました。未来を担う子どもたちが減少する中

で、出産したすべてのお母さんが十分なケアを受けられているわけではありません。 

健やかに育て、育つためには、私たち助産師の手が欠かせません。考え、今回の取り組みを進めることとい

たしました。 

令和 8 年度、青森県助産師会は 14 市町村からの委託を受けて活動 を開始しています。産後ケアを利用

される方は年々増加していますが、必要な方すべてにケアが届いているかという不安は依然としてありま

す。一人でも多くのお母さんに助産師のケアが届くことを、心から願っています。 

🤝🤝仲間とともに学び合い、より良いケアへ 

地域の会議では、毎月さまざまな質問や疑問が出され、活発に検討が行われています。 

こうした疑問や気づきは、互いの学びにつながり、新しい知識として次の産後ケアの現場で大いに役立って

います。困ったことや不安なことを仲間と共有し、共に学び合い、高め合うこと。それこそが、地域活動を支

える青森県助産師会の大切な力です。 

これからも、たくさんの知識と経験を分かち合いながら、母子のために邁進してまいりましょう。 

 

2）いのちのお話チームあかり活動報告      

リーダー 今 鶴代 

いつもあかりの活動にご理解とご協力を頂きありがとうございます。昨年度は学会発表、助産師会の保

健文化賞受賞、青森県教育長・教育次長・健康医療福祉部長他によるいのちのお話出前講座の見学等、

県内外で本講座の活動を知って頂く機会に恵まれ、大変良い反響を頂きました。保健文化賞の賞金を頂

いたことにより、あかりの活動で使用する「うまれーる」一式や新生児人形、パソコン等、単年度の予算で購

入するには高額な道具を特別会計から購入して頂きました。 

 今年度は 4 月 9 日に県内の全小・中学校（既に申し込みを頂いていた学校を除く）・教育委員会に講座

のご案内を発送しました。作業にご協力いただいた方には心より感謝申し上げます。ご案内を発送後、申し

込みが殺到し、本年度始まってまだ 2 ヶ月の現在、既に小学校では昨年度の実績である 75 校を達成しま

した。中学生講座も下北地区で次々と新しい学校から講座依頼が来ており、今後他地区からの依頼が増

えていくことを期待しているところです。また、今年度の活動計画にもあったように小・中学校のマニュアル

を見直し、講座の内容をブラッシュアップしていきたいと考えています。6 月 8 日にはシナリオ検討会を実

施して多くの関係者からのご意見をシナリオに反映していきたいと思います。 

 現在、小学校講座は 6 月に 4 校、7 月に 10 校、中学校講座は 6 月に１校、7 月に１校依頼を受けていま

す。皆様のご協力を頂いて今年度も着々と確実に講座を実施していきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 
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3）にんしん SOS 青森相談事業「いっぽ」の活動報告  
リーダー福井りみ子 

       

■ はじめに 

青森県助産師会が運営する「にんしん SOS 青森」では、予期せぬ妊娠や生活困窮など、誰にも言えない

不安を抱える相談者に対し、寄り添った支援を続けています。今回は、近年の相談事業の現状と見えて

きた課題、そして今後の展望についてご報告いたします。 

■ 最近の相談事業の現状と動向 

近年の相談内容は、単なる妊娠の不安に留まらず、経済的困窮や人工妊娠中絶を巡る葛藤、社会的な

孤立など、複雑な背景を持つケースが増加しています。 

私たち相談員は、法的な期限（母体保護法等）を意識しながら、相談者が最善の選択をできるよう、社会

資源を活用した「伴走型支援」に務めています。単に話を聴くだけでなく、相談者が自らの足で歩み出せ

るよう具体的な行政への繋がりなど一歩踏み込んだサポートを行っています。 

■ プレコンセプションケアといのち教育による次世代へのアプローチ 

相談者が抱える課題は多様化・複雑化しており、助産師会単独での支援には限界があります。そのため

当会では、産婦人科医会等との定期的な連携会議を開催しています。 

次世代へのアプローチとして大切となってくるのは、学校教育と連携した助産師会の事業の一つである

「いのちのお話出前講座」です。若い世代に向けて、自他の尊厳を大切にする教育を行うとともに、将来

の妊娠や健康を見据えた「プレコンセプションケア」の普及につながっていきます。 

幼少期や思春期から正しい知識を学び、心身の健康管理への意識を高めることは、予期せぬ妊娠の予

防に留まりません。万が一のときにも、周囲に「助けて」と言える、SOS を発信しやすい土壌を地域の中に

育てていく大切な一手となっています。 

 

■ 今後の課題：さらなるネットワークの構築へ 

今後の大きな課題は、青森県内すべての市町村との強固なネットワーク構築です。相談者がどこの地域

に住んでいても、切れ目のない一貫した支援を受けられる体制の確立が急務となっています。地方自治

体との連携の温度差のない、支援を広げていくことが、今後の課題となっています。 

■ 会員の皆様へのお願い 

「にんしん SOS 青森」に寄せられる SOS は、地域で孤立する女性たちの心の叫びです。助産師一人ひ

とりがアンテナを高く持ち、それぞれの現場で繋がりの輪を広げていくことが、女性たちの救いとなります。

今後とも、本事業へのご理解と温かいご協力をよろしくお願いいたします。 

 

５.その他 
1) いいお産の日 In あおもり 

いいお産の日実行委員会 長内徳子 

今年の 11 月 3 日は青森で、「いいお産の日」を開催します。会場は青森市カクヒログループスーパーア

リーナ、10 時からです。テーマは、「つながろう、いのちと子育ての『わ』 ～家族でホットタイム～です。イベ

ントコーナーではこどものくに保育園佐藤秀樹先生の講演やスタッフによるベビーフォトコーナー、じょさん

しカフェと称して助産師との交流の場を設ける予定です。その他体験コーナーでは家族で楽しめるように

企画を考えております。参加できる方は是非ご協力お願いします。              

 

 

 

【あおもり助産師会かわら版】第 97 号 
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